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Abstract
• 写真、ホログラム等を使った作品制作と発表活動に
ついて。

• どの様なアイデアでホログラムを作品制作に取り入
れたか。

• どの様な考えで写真とホログラムを結びつけたか。

• どの様に作品を展示空間に生かしたか。

• ホログラム、写真等のワークショップ、教育をどのよ
うに行って来たか。
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1. Introduction

• 常に光が重要なテーマだが、ホログラムを始めた際
には「どの様に写真表現とホログラムを結びつける
か」が重要な課題であった。

• 作品制作に多くの多様な素材と技法を使用してきた。

• スウェーデンに住み始めてからは、東洋と西洋の光
の違いを意識する様になる。
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インスタレーション
“Ny Nordisk Konst i Moderna” Kalmar Konst Museum,  

Kalmar, Sweden 
“Fishbulle,” Projektrummet Kaledonien, Stockholm
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2. Holographic Stereogram

「セルフポートレイト」のHolographic stereogramでは、

３６枚撮りフィルムを使用。

ストックホルムの部屋で机の前の椅子に座っている私が、
部屋の手前（撮影中のカメラ側）迄歩み寄り、鑑賞者側
の世界を覗き込む。
そうしてまた椅子迄戻り机の上にある鏡を覗き込む。（仏.
詩人ジャンコクトーの「オルフェ」で,鏡は異世界への入

口）

6



Holographic stereogram が“before after”と言った「時間の意識を

空間性と共に表現出来る」と考えた。

Holographic stereogram作品では、観客が見ている現在がすぐ

に過去となる。
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3. Hologram with Candle
ろうそくの炎を光源として画像を見せるホログラム作品。

スウェーデンでは日常生活にロウソクを多く使う事から光源に
ロウソクを使う事を考えた。

キャンドルホログラムとサウンドインスタレーション

（Galerie Claude Samuel 、Paris）
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• 美術史上多くの芸術家達が今迄「光」をテー
マとして作品を制作して来た。

• スウェーデンに長く滞在するにつれて、「スカ
ンジナビアと日本の光の違い」に、強く興味を
抱いていた。
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「祈り」
シャープで強い人工光源で見るのとは異なり、ろうそくの炎のゆ

らぎと共に画像もゆらぐ。炎が消えると画像も見えなくなる。
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4. Photograph with Hologram

花のイメージのホログラム シリーズ “diva”
花を被写体として自然の写真と組み合わせ、鑑賞

者の動きに応じて花のイメージが変化する。

リンネ草と呼ばれるスウェーデンの有名な植物学
者Carl Linnaeus が命名した花の写真を組み合わせ

たホログラム作品。

植物の力、生命力。
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the series “diva”
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the series “diva”
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• 2009年よりスウェーデンの自然の写真シリーズ
“recovery, 恢復”を始める。

「自然の力が人生への希望と生きる力を与える」と考え
た。

写真とホログラムを共に展示。

（New Vision Saitama 静観するイメージ 埼玉県立美術館 2011）
撮影：松本和幸 シリーズ＜恢復＞より
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Galerie Claude Samuel
Paris, France 5/12 2013‐11/1 2014
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La Maison de la Photograhie,
Lille, France27/4‐29/5, 2016
“Una” Recovery though Recovery
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Galleri Aniara, 
Sollentuna, Stockholm 1/4‐7/5 2017
“Recovery” Nature and Light, Power of life
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Bryggeriet 
Nora,Sweden,10/6‐30/7,2017
Now You see me, Now you don’t
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Konstforum,Studion
Norrköping,Sweden3/12‐17/12 2017
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5.ホログラム、写真ワークショップ、教育

• ホログラムの一般向け講習会、ワークショッ
プ。

• 美術館等での写真を使った子ども向け、一般
向けワークショップ。

• 写真を学ぶ学生達の植物園での写真インス
タレーション展示。
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大田区石川台しょうとくコミュニティースクール
にて １９８７〜１９８９ホログラフィ講習会を行
う。

６回で終了する３ヶ月コースを年に数回。

１.ホログラフィー入門

２.レーザー再生ホログラム制作

３.リップマンホログラム制作

４.レインボーホログラム制作１

５.レインボーホログラム制作２

被写体は工夫して各自制作。

照明用ライトも各自制作。

制作した作品は持ち帰れる。

受講生はデザイン選考の学生等美術系、写真系の若者が多い。
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ZON ホログラフィースクール
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受講生ホログラフィ展覧会
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ホログラフィーワークショップ
船橋西武コミュニティーカレッジにて

１９９０〜１９９４年ホログラフィ講習会を行う。

• ３日間で終了する集中コースを年に数回。

• 船橋西武百貨店内アートスポットギャラリーにて（受
講生２０名＋講師３名）の作品展覧会も行う。

受講生の職業、年齢は多岐にわたる。
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ホログラフィーワークショップ
西武船橋コミュニティカレッジ
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子ども写真ワークショップ
練馬美術館、Nacka Konst Hall, Stockholm 2003
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写真ワークショップ
「わたしはあなた、あなたはわたし」

埼玉県立近代美術館 2011
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学生写真インスタレーション展示
渋谷区ふれあい植物センター 2012〜2017
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6. Conclusion

• 私のホログラムを制作する際の写真との関
わりを論じたが、写真を意識したホログラム
への応用はいろいろな可能性があると考える。

• ホログラム、写真のワークショップ等の教育も
いろいろな切り口が考えられる。
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